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図-１に示すような菱形リング ABCD がある。この菱形リング ABCD は、同一断

面で線形弾性材料からなる曲げ部材であり、そのヤング率は E(N/mm2)、断面２次モ

ーメントはⅠ(mm4)で、点 A、点 B、点 C および点 D は剛節であるとする。この菱

形リング ABCD について、以下の(1)、(2)の問いに答えよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-１ 
 
（１） 図-2 に示すように、図-１の菱形リング ABCD の点 B および点 D に荷重 P(N)
が作用し、荷重 P(N)の作用線は対角線 BD と一致しているとする。この時、対角線

BD の伸びΔBDを求めなさい。 
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（２） 図-３に示すように、図-１の菱形リング ABCD の対角線 BD 間に両端ヒンジ

の棒 bd を追加する。その後、菱形リング ABCD には全く熱が伝わらないようにし

て、棒 bd のみに熱を加えて棒 bd の温度をｔ℃上昇させたとする。この時、棒 bd
に発生する軸力 Nbd および棒 bd の伸びΔbd を求めなさい。なお、棒 bd は同一断面

で線形弾性材料からできており、そのヤング率は E(N/mm2)、断面積は S(mm2)、線

膨張係数はα(1/℃)であり、温度が t℃上昇しても座屈しないものとし、軸力は引張

を正とする。また、棒 bd の両端のヒンジは全く伸縮せず、ヒンジの大きさは無視

できるものとする。  
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